
























































































































写真14 内陣司余間的杭の仁部 写真16 来迎柱 r.i1li 
近世浄土真宗寺院本堂の研究(その四) 319 
余聞背面にも奥行半聞の仏壇を設け(写真 9，10)， 
前面l乙虹梁を架け中間l乙束を立てて小墜とし，天井は棒
縁天井巻張る。余聞の内陣境は内陣内廻り問様挙鼻付出
三ツ斗斗供を結組l乙配し豪華に飾るが(写真 9，10，15)， 
両外側面及び矢来内境は内法長押上を小壁ですませる
f写真10)。余問，内陣境l乙は間仕切を設けないが，北飛
槍聞との境は敷鴨居1[.2本溝があり，現在簾を垂れであ
る。飛権問は式典の際lζ秦楽の部屋にあてたと言う(写
真10，17)。南入側及び飛槍の聞の各前の戸締りには杉
戸を，西裏端は各々襖を引違いに入れる。両室とも天井
は樟縁天井とする。
現状は以上の通りであるがζれを復原すると，先ず現
在上段になっている内陣余間及び矢来内の床は寸法計算
上は敷居一段分内陣が高くなるが，ほ Y外陣床の高さに
下る。乙れについては内陣床が持ち上げられた際に須弥
壇もー諸l乙持ち上げられたために来迎柱に!日須弥壇の取
付痕跡があり，又余聞仏壇の高さが極端1[.低いととから
もわかる。両脇仏壇前列の円柱4本は後出のように内障
が後ろへ鉱張された時に動いているが，南脇仏壇の 2本
凪
ロ 世
図3 満性寺本堂復原平面図
1[.は痕跡は認められないもの、北脇仏壇両側の円柱には
現在の高さの下方にもと脇仏壇の取付跡の前端が認めら
れる。
現在内陣前及び側面の敷鴨居は無目であるが，側面で
は溝が巧妙に埋められていて，もとは両側面と前端通り
3間lこは(今溝は板を打って隠されている)，引違いの
柳格子でも入っていたものと思われる。尚この埋木され
た敷腐は床が落ちていた時にはそのまま浄土宗本堂l乙見
るように結界として使われていたもので(内陣両側面の
後端の間各 1間には，結界があったかどうかは不明入
結界と床の間は羽目板で仕切られた乙とが，現在内陣前
面にそのまま残されている ζとから解る。現在はその前
面にのみ真宗寺院内陣前面の形をつくるため，長押を取
付けている。
矢来内の床が敷居一段分下がっていた乙とは内陣前端
の地長押が畳下に下がって取付けてあり，元は床板が一
段低く張ってあったととでわかる。
次l乙南余間仏壇の前南柱の北側lζ壁の取付痕跡がある
ので，乙の通りで余問が終っていた乙とがわかるが，そ
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の半間前の柱lこは仏壇権の取付痕跡があるので，元の仏
壇は現任より半間前lζ出ていたことがわかる。これに対
向する内陣側の丸柱は後補材であるので痕跡はない。現
在仏壇上にある生T梁も元は半間前の位置に取付いていた
痕跡も下部を切り取られた柱上部lこ残っている。これに
対し北余閉の仏壇前の虹梁は新しく，その北側の柱には
内法貫や内法長押の取付痕跡があるので，現tJの虹梁は
取れて，その下方に鴨居や内法長押が廻 1)，仏壇も取れ
て，北余間は12帖の座敷になっていたと判断される。こ
のことは図 3で示す通り南余聞と入側境では中央に柱が
立つが，北余問と飛権問境では 3間スパンの中央l乙柱が
立っていることを見ても肯ける。又北の飛権問の北側半
開通りは後補で，その分だけ拡張した際lこ切断した柱が
束となって東より 1間の位置に見られ，北側より半開通
りに元小壁が附いており，元は 1問巾の入側になってい
た乙とが柱の外側が風喰していることからみても分る
(図 2)。
尚この部分の拡張や後堂を 1間後へ拡張した事を記録
する安政3年の棟札が寺に保存されている(註 2，3)。
又現来迎柱及び須弥壇ももとは半間前に置かれていた。
このことは現床板にもと柱あと及び須弥壇前端の位置を
示す塗り跡が半間前にあることからも確認される。然し
内陣両側面の奥の間の敷，鴨居にも溝を埋めた跡がある
ことを見ると，改造は内陣及び余聞を後へ半間拡張して
引違い建異を入れて使用して後に更めて内陣ヲ両余間及
び矢来内の床をそれぞれ上げたことがわかるが，何時こ
ろ行なったかは不明である。
尚更にうがった見方をすれば，両余聞と矢来内境の仕
切りが内陣前と通りが揃わず喰違っていることヲ矢来内，
外陣の仕切りの虹梁と向拝の虹梁の渦が同型であるとこ
ろから同時に後補を受けたとも考えられ，又正面両脇の
各3間に中敷居の跡があることから， i需縁も後補である
疑いが持たれるが，それらの判断は今後の考察に待ちた
。、??
このように復原してみると，この本堂も完成された本
願寺系の浄土真宗寺院とは異なり，むしろ浄土宗系の本
笠の形態に類似してくる。また黒田のj争光寺同様江戸時
代中期の高旧派寺院本堂の形態として，外陣の奥行きは
浅く，入側を室内に取り込み，外陣を左右に 3分する柱
列もなく，矢来内も未成熟で，床高が内外俸ともほぼ同
ーであることを示す一資料を提供する次第である。
尚この堂は柱筋が殆んど通らず，又左右対象でない点
に問題もあるが，数少ない高田派寺院本堂として注目さ
れる遺構である。
清
(註 1)本堂再興。十八代舜誉。元禄四未正月。享保二
成年迄九百十一年。
(註2)同じ澄海の編纂した「当山代々井寄附」には次
の記事がある。
十五(代)寂無 寛永十五寅九月十四日寂。本堂再建。
元和五末三月廿八日。文化十年迄百九十五年ニナノレ。
(中略)
十八(代)正定院宗誉。享保十九寅二月二日寂。本堂
再興。元禄四未正月。
なおこの欄外に青字で(本文は黒字)次の註記がある。
本堂再興。中興可仰。前本堂ノ¥青野村本光寺へ譲ル。
党竜代再興シテ今ノ¥座敷トナル也
この件につき青野本光寺について調査したところ，そ
のようなものは存在していなかった。
(註3)本堂地揚、諸修覆。当山廿五世離垢眼院殿光卿
上人代。卯春企相成同七月ヨリ i也築。辰従九月二日六日
迄入仏供養会執行。維時安政三丙辰歳。本堂後方J工六間
四尺引、右柱ロ八拾本石二而積上、中門内四尺余地揚。
後堂新再興三尺五寸広。奏楽場新造作。位牌主主四尺右三
而積上、内陣丸柱想、金塗直し、角柱長押花塗相成ル。是
迄平棟柳下本棟新造作。玄関新規造営。中門表弐尺余地
揚之夏。
(下略)
